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はじめに
　本県では、森林所有者の高齢化等により経営意欲が低下し、森林を手放したい所有者や伐採後の造林未済地が増加している現状から、森林資源の永続的な確保に向け、効率的な再造林や適切な森林経営の促進が求められています。
しかし、造林作業や森林調査等は機械化が進まず人力主体のため、人件費等のコスト増加や労働負担が課題となっており、ドローンによる位置情報やオルソ画像、点群データの活用をはじめ、ＩＣＴやＡＩ、遠隔操作技術など（以下、「デジタル情報活用機械等」という。）の新たな技術の活用によってコストや労働負担の削減、作業の効率化を図り、森林の低コスト管理の手法等を取り入れた新しい再造林を推進する必要があります。
　このため、県では、デジタル情報活用機械等を活用した新たな作業方法等による森づくり実証にチャレンジする林業事業者等を支援し、再造林や森林経営の活性化を図る「デジタル情報等を活用した新たな森づくりチャレンジ実証事業」を公募し、選ばれた企業等に対して必要経費の一部を補助します。

１　事業内容及び採択要件
（１）取組内容
　　　デジタル情報活用機械等を活用することで再造林等の森林整備や森林経営の低コスト化、省力化、効率化を目指す取組や、苗木生産技術等の向上に繋がる取組とします。
（２）事業実施主体
　　　県内において上記チャレンジを行おうとする森林所有者、林業事業者、森林組合及び森林組合連合会、その他知事が適当と認めるものであって、以下の要件を満たすものとします。
ア　国税及び地方税の滞納がないこと。
イ　暴力団又はその構成員及びその統制下にある者が関係する団体ではないこと。
（３）事業費等
　　ア　事業予算額：３，０００千円
　　イ　実施予定数：２者程度
　　ウ　補助率及び補助金額：
　　　　補助率は補助対象経費の実支出額の２分の１以内とし、補助金額は１，５００千円を上限とします。
　　エ　支出方法：
　　　　原則、精算払とします。
　　　　ただし、知事が必要と認めた場合は一部概算払により交付することができます。
（４）補助対象経費
　　　補助金交付の対象となる経費は、本事業の目的に沿って策定された事業計画に基づき実施する取組に要する経費のうち、次に掲げるものとします。

　　ア　機械導入費
　　　　機械等の購入（※１）、借用及び改良に要する経費
　　　　（備品購入費、消耗品費、工賃、送料等）
　　　　　※１　汎用性が高い機械等は対象外
　　イ　ソフトウェア導入費
　　　　ソフトウェア等の購入（※２）、借用及び改良に要する経費
　　　　（備品購入費、消耗品費、工賃、送料、使用料等）
　　　　　※２　汎用性の高いソフトウェア等は対象外
　　ウ　新技術・新製品開発費
　　　　新技術・新製品の開発に必要な材料及び消耗品の購入、外部業者への委託、開発・改良に向けたスキルアップ等に要する経費
　　　　（備品購入費、消耗品費、委託料（講師派遣含む）、講座参加費等）
　　エ　効率的な森林整備・森林経営を実施するための経費
　　　　ア～ウで導入した機械等の効率的活用に向けたスキルアップに要する経費
　　　　（備品購入費、消耗品費、旅費、講座参加費、委託料（講師派遣含む）等）
　　オ　その他の経費
　　　　上記に掲げるもののほか、知事が特に必要と認める経費
（５）採択要件
　　　次に掲げる要件を全て満たすこと。
ア　デジタル情報活用機械等の新たな技術を活用した再造林等の森林整備や森林経営
について実現性及び継続性が高いこと。
イ　再造林等の森林整備や森林経営の促進に繋がるような県内への波及効果が期待さ
れること。
（６）補助事業の実施期間
　　　交付決定を受けた日から令和９年２月２６日（金）まで
　　　※この実施期間内に、事業（デジタル情報活用機械等の納品及び経費の支払い等）を完了させ、実績報告を行う必要があります。実施期間内に補助事業を完了できなかった場合は、補助金の交付を受けられません。また、事業完了後も成果報告を行う必要があり、状況に応じて補助金の返還を求める場合があります。
（７）その他留意事項
　　　他の知的財産権を侵害しないこと。

２　応募方法
　　応募に当たっては次の書類を青森県農林水産部林政課へ持参又は郵送してください。
（１）応募書（様式１）
（２）事業実施計画書（青森県デジタル情報等を活用した新たな森づくりチャレンジ実証事業費補助金交付要綱に定める様式のとおり）
（３）補助対象経費の内容を明らかにする設計書又は見積書等の積算資料
（４）事業実施主体が団体・企業の場合は、定款、規約等の当該団体等の組織及び運営に関する事項を定めた書面並びに当該年度収支予算書の写し等
（５）前年度収支決算書等の写し（個人の場合は前年度青色決算書又は収支内訳書、作成していない場合にはこれに代わる資料）
（６）国税、県税、市町村税それぞれの納税証明書（滞納がないことを証する書面）
（７）森づくりに係る活動経歴の概要
（８）その他知事が必要と認める書類

３　応募に当たっての留意事項
（１）応募書（様式１）に添付資料名を記載し、チェックしてください。（☑）
（２）提出された応募書類等は返却しません。
（３）本公募の採択状況及び予算の執行状況により、実施主体の追加や二次公募を実施する場合があります。二次公募を実施する場合は、実施時期、応募方法等の詳細を、県ホームページ等で別途お知らせします。

４　採択事業者の選定
（１）審査方法
　　ア　書類確認
　　　　提出された書類に基づき、要件の確認などを行い、本補助事業に係る「審査会」のプレゼンテーション審査に諮る案件を決定します。
　　イ　審査会のプレゼンテーション審査
　　　　審査会のプレゼンテーション審査を行うこととした案件の申込事業者が、審査会 において申込内容に係るプレゼンテーションを実施し、審査員の審査により本補助 事業の採択案件を決定します。
　　ウ　留意事項
　　　・審査は、県関係課等で構成された審査員によって実施され、審査過程は非公開とします。
　　　・審査に際して別途資料の追加等を依頼する場合があります。
（２）審査項目
次の審査項目に基づき、各審査員の評価点を合計し、点数が高い者から予算の範囲で事業者を選定します。
　　ア　事業計画の明確性（どのような点が「新しい森づくり」か、低コスト化・省力化・効率化の面で従来の森林・林業作業の課題をどのように改善する取組かを示すこと）
　　イ　収支計画の確実性
　　ウ　事業実施の実現性
　　エ　発展性・継続性
　　オ　地域への波及効果
５　審査結果の通知
　　申請者には、審査結果を文書でお知らせします。
採択案件については、補助事業者名、事業概要等について事例として公表させていただく場合があります。
なお、審査の結果、補助金が減額されることがあります。

６　スケジュール
（１）募集期間：令和８年　月　日（　）～９月３０日（水）※郵送の場合は必着
（２）書類審査等：令和８年１０月中旬
（３）審査結果の通知：審査後数日以内
　　　採択決定後の事務手続については、実施主体に別途通知します。

青森県デジタル情報等を活用した新たな森づくりチャレンジ実証事業の流れ
[image: ]　Step１　応募
　応募書（様式１）と事業実施計画書（交付要綱の第２号様式）を作成
　添付資料とともに、青森県農林水産部林政課へ持参又は郵送
　（提出期限：令和８年９月３０日（水））
[image: ]
　Step２　書類審査
　県関係各課等で構成する審査員による書類審査を実施します。

[image: ]　Step３　審査会
　書類審査の結果、評価点が高い方にプレゼンテーションをして
　いただき、審査員による対面審査を実施します。
　[image: ]
　Step４　事業実施主体の決定
　審査結果を通知します（審査会議終了後数日以内）。

[image: ]　Step５　補助事業の手続を経て事業開始
[image: ]　承認された方は、補助事業の手続き後、
　補助金の交付決定を受けて事業開始となります。

[image: ]　Step６　事業の完了
　令和９年２月末までに事業を完了させてください。
　実績報告後、確認の検査を経て補助金が入金されます。

再造林100%以上に向けて、森づくりの活性化
７　お問い合わせ先
　　本事業の内容及び申請に関する質問等に関しては、下記の機関で受付しています。

　【本事業全般に関する質問及び応募先】　　
	機　関　名
	住　　所
	TEL・FAX

	青森県農林水産部林政課
　林業担い手・普及グループ
	〒030-8570
青森市長島１丁目１－１
	TEL　017-734-9509
FAX　017-734-8145



　　なお、下記ホームページアドレスにおいて、公募要領、実施計画書の様式等をダウンロードできますので御利用ください。

　　　○令和８年度青森県デジタル情報等を活用した新たな森づくりチャレンジ実証
事業の募集ページ　　　　http://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/rinsei/R8morizukurichallenge.html
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